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全国に広がる学びのフィールド：

AEON TOWAの里山実践～環境財団とともに～

わたしたちは地域の現場に入って理想の地域社会像を
追い求める過程でさまざまな体験をしています
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福島県津島地区

福島県浪江町の西側に位置

山間部の集落

Toshikuni Doi（2024）



福島県津島地区

産経新聞（2025）

現在も地区の大半が帰還困難区域に指定



津島地区での取り組み：住民主体の場の創出

対話の場住民参加型環境アセスメント



住民と協働で行う環境アセスメント

行政主導ではなく、住民が計画段階から関与し共に活動

一方通行でない双方向の取り組み

透明性 情報 信頼関係 など



対話の場を「自分たちで」創る①

目的：住民の方々の「美化されていない想い」を伺うこと

工夫①：「よそ者」としての視点を活かし、正直な疑問を投げかける

工夫②：一方的に話を聞くのではなく、学生も自分の考えを話す「対等な立場」を

大切にする

工夫③：「主張を聞き出す場にはしたくない」。だからこそ、アイスブレイクから場の

雰囲気づくりを徹底



対話の場を「自分たちで」創る②



津島地区から見える里山の現状①

津島での対話の場

↓

里山を深刻に真剣に考える場所

・里山の有用性

・積極的な活用
でも実際は…

人口減少
担い手不足

除染

どうしたらいいか分からない…！



津島地区から見える里山の現状②

除染

人口減少

担い手不足

どう維持していくのか？



津島地区から見える里山の現状

そもそも、誰の里山？

人口減少 少子高齢化

→里山維持のため新しい人々が増える

誰の里山？

誰が、どう使っていた・使う里山？

そこにはどんな歴史があった？



津島地区から見える里山の現状

本当の里山の維持とは？

里山を介した

人のつながり、暮らし、文化、伝統芸能

すべてで里山

里山=自然環境だけではない

人と自然、人と人のつながりの場

・何かひとつを守ればいいのか？･･･違う…！

・崩れ続けるコミュニティはどうしたらいい？

・人と人のつながりはどうする？



ご清聴ありがとうございました！


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13

